
⑴	基準日
	 毎年3月31日を基準日とします（年1回）。
⑵	対象となる株主さま
	 基準日時点の当社の株主名簿に記録された100株以上を保有する株
主さまを対象とします。

⑶	優待制度の内容
	 下記優待制度のご利用に加え、公益財団法人ひろしま美術館の招待
券進呈および抽選で広島3大プロ観戦・鑑賞ペアチケットを進呈
いたします。

名　　　称　株式会社ひろぎんホールディングス 
	 Hirogin Holdings, Inc.
本社所在地　広島市中区紙屋町一丁目3番8号
設　　　立　2020年10月1日
資　本　金　60,000百万円
証券コード　7337

会社概要

株主優待のご案内

https://www.hirogin-hd.co.jp/ir/index.html

当社ホームページ内「株主・投資家情報」に詳しい情報
を掲載していますので、ご覧ください。
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コース名等
保有株式数

100株以上
500株未満

500株以上
1,000株未満

1,000株以上
5,000株未満 5,000株以上

定期預金

優待内容※1 ― ―
店頭表示
金利

＋0.10％

店頭表示
金利

＋0.30％
預入期間 ― ― １年 １年
上限金額 ― ― 500万円 500万円

地元特産品
カタログギフト

／
ギフトカード

進呈

優待内容※2 500円の
ギフトカード

1,000円の
ギフトカード

5,000円相当
のカタログ
ギフト

15,000円相当
のカタログ
ギフト

※1	上乗せ金利の対象となる商品はスーパー定期またはスーパー定期300です。	
上乗せ金利はいずれも年率かつ税引き前となります。

※2	地元特産品カタログギフトコースにおける優待内容には送料等の諸経費を含み
ます。

株式情報
決算日 毎年3月31日
定時株主総会 毎事業年度終了後3ヵ月以内に開催
配当金受領株主確定日 期末配当金 3月31日　中間配当金 9月30日

基準日 定時株主総会関係　3月31日
その他必要があるときは、あらかじめ公告する一定の日

単元株式数 100株

公告の方法

電子公告により行う。
https ://www.hi rogin-hd.co. jp/ i r/
library/e-publicnotice/index.html
ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告ができない場合は、日本
経済新聞および広島市において発行する中国
新聞に掲載する方法により行う。
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	 経営企画部 経営企画グループ 広報・地域貢献室
	 〒730-8691　広島市中区紙屋町一丁目3番8号
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2022年3月期ミニディスクロージャー誌（営業のご報告）

株主総会資料の電子提供制度について
2022年9月1日の会社法改正により、2023年3月以降に開催される
株主総会からは、株主総会資料は原則ウェブサイトで電子提供され
ます。

トピックス

広島銀行 頭取よりご挨拶
このたび広島銀行の頭取に 

就任いたしました。
私たちは、お客さまが直面

する多岐にわたる課題の解決
を支援するため「コンシェル
ジュ」に徹し、お客さまへの
理解を深め課題やお悩みを正
面から受け止め、一緒になっ
て汗を流し解決していくこと
が使命と考えています。そう
したなかで、以下の取組みに
注力してまいります。

ビジネスコンサルセンターへ
2022年4月1日、ビジネスローンセンターを「ビジネスコ

ンサルセンター」に改称し、従来の事業者向け融資に加え、
ひろぎんグループ各社のソリューションを活用したコンサル
ティングを行っています。現在は広島県内のお取引先を対象
としていますが、今後はエリアを順次拡大していく予定で
す。また、お取引先のニーズにデジタルで対応・完結でき
る法人向けサービスも拡充します。

ゴールベース資産管理型営業を導入
個人のお客さまの家族構成や資産情報、ライフイベント

に合わせて、将来の夢を実現するための設計図を作成する
「ライフデザインサービス」を起点とした「ゴールベース資
産管理型営業（ライフプランニングからゴールを共有し、運
用提案から継続的なレビューにより伴走支援を行う方法）」
への取組みに注力してまいります。

代表取締役頭取

清宗 一男
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環境・社会課題の解決に資する
サステナブルファイナンス（投融資）を

累計2兆円（うち環境ファイナンス1兆円）実行

投融資ポートフォリオを含めた
サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量

（スコープ1・2・3※）のカーボンニュートラル達成

当社グループによる温室効果ガス排出量
（スコープ1・2※）のカーボンニュートラル達成

地域社会・お客さまのカーボンニュート
ラル実現に向けた取組強化の一環として、
当社グループの「温室効果ガス排出量削
減」および「サステナブルファイナンス」の
中長期目標を新たに設定しました。

目標設定
温室効果ガス排出量削減の目標設定 2022年3月期決算ハイライト

地域社会の豊かな未来の創造に貢献します

トップメッセージ カーボンニュートラル実現に向けて 決算ハイライト

皆さまには、平素より格別の
お引き立てを賜り、厚く御礼申
し上げます。持株会社体制に移
行して1年半が経過しましたが、
想定を上回るスピードで体制を
確立できていると感じていま
す。

本年度は、「中期計画2020」
最終年度に向けた橋渡しとなる
重 要 な 年 度と位 置 付 け、 グ
ループ各社の質の向上・幅の
拡充、グループシナジーの極大
化およびグループ共通業務の
集約化・効率化・デジタル化を
図り、持株会社体制を確固たるものにしてまいります。

また、アフターコロナをはじめとした急速な社会変化への
適応がお取引先企業に求められるなか、従来の資金繰り支援
に加え、経営改善支援や事業再構築支援を更に強化するた
め、当社グループ全体で伴走型支援を実施してまいります。

個人のお客さまには、人生のあらゆる課題に幅広くお応え
するため、証券や保険、生活パートナーサービスなど多彩な
商品とサービスを展開しています。

こうした取組みを通じて地域経済の更なる発展、成長に貢
献することで、当社グループの持続的成長を実現していくと
ともに、金融はもちろん、非金融分野も含むあらゆるニーズ
にお応えできる〈地域総合サービスグループ〉として、ステー
クホルダーの皆さまの未来をひろげていきたいと考えており
ます。

代表取締役社長

親会社株主に帰属する当期純利益 229億
円

法人・個人のお客さまに対する
コンサルティング業務に係る収益※1

およびグループ会社当期純利益※2の合計
148億

円

連結⾃⼰資本比率 10.3 %

グループ会社連結寄与度※3 15.9 %

連結ROE

1株当たりの年間配当金額
（中間配当12円と期末配当12円の合計）

4.5

24

%

円

※1 法人・個人のお客さまに対するコンサルティング業務に係る収益 ＝ 法人ソリューション、アセットマネジメント
およびエクイティビジネスに係る収益の合計

※2 ＝グループ会社当期純利益 銀⾏を除く連結⼦会社の当期純利益に出資⽐率
を乗じた額の合計

※3 ＝グループ会社連結寄与度 グループ会社当期純利益（※2）
親会社株主に帰属する当期純利益

▪「中期計画2020」の基本的な考え方
　ポテンシャル（経済規模・成長機会等）のある広島
を中心とした地元4県（岡山・山口・愛媛）マーケットにおいて、業務
軸および顧客軸の深化・拡大を図るなか、地域社会・お客さまの 
あらゆる課題の解決に徹底的に取組み、地域の発展に積極的にコミ
ットすることで、経営理念を実現し、グループの持続的成長を図る。

「中期計画2020」
最終年度である2023年度に目指す水準 270億円超

「中期計画2020」
最終年度である2023年度に目指す水準 160億円以上

「中期計画2020」
最終年度である2023年度に目指す水準 12％以上

「中期計画2020」
最終年度である2023年度に目指す水準 10％以上

「中期計画2020」
最終年度である2023年度に目指す水準 5％以上ひろぎん

キャピタルパートナーズ

ひろぎん
ヒューマンリソース

しまなみ債権回収

広島銀行 ひろぎん証券

ひろぎんリース

ひろぎん
ITソリューションズ

ひろぎん
エリアデザイン

サステナブルファイナンスの目標設定

お取引先企業のカーボンニュートラルに向けた
対応支援

　当社グループでは、お取引先企業のカーボンニュートラル
に係る総合的なコンサルティングを展開しています。

※ GHGプロトコル（温室効果ガス算定および報告基準）における
スコープ1・2・3について
・スコープ1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼等) 
・スコープ2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
・スコープ3：�スコープ1・2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社

の排出）

2050年度
まで

2021年度
から

2030年度
まで

必要性理解

情報提供
と
対話

現状把握 方針策定Step2 実践

サステナブルローン
サステナビリティ・

リンク・
デリバティブ

SDGs
取組支援サービス

カーボンニュートラル対応支援コンサルティング
グループ機能とアライアンスを活用し、

非金融分野を含めたソリューションをご提供

サステナビリティ
経営導入サポート
サービス
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